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ールド及び推進工法における障害物調査 

構造物基礎杭根入れ調査 
調査方法は下表及び裏面に示す通りで、対象杭近傍（0.5～2.0ｍ）位置にボーリン

グを行い、そのボーリング孔を用いて調査するものである。ボーリングはφ76 ㎜で

深度はシールド掘進レベル及び根入れ深さより 3～5ｍ以深とします。 
調査方法 調査法の概要 

度検層法 

既設構造物が地上に存在する場合、その近傍にボーリングを設け、そのボーリ

ング孔に振動計を挿入し深度毎（0.25～1.0ｍ）に地上構造物をハンマー等で打

撃することにより振動計測を行い、杭の伝播速度（杭先端まで）と地盤（杭先端

以深）の速度の変化する深度により判定する。本方法では杭の種別にかかわらず

適用可能です。 

気検層法 

既設杭近傍にボーリング孔を設置し、そのボーリング孔に磁気検層ゾンデを挿

入し、降下させながら連続的に磁気記録を計測し、杭先端の残留磁気の位置で反

応することにより判定する。本方法は金属性の杭のみに適用でき、既設構造物が

地上に存在しなくても調査可能です。 

既設杭近傍にボーリング孔を設置し、そのボーリング孔内にレーダー用ゾンデ

を挿入、深度毎（0.25ｍ毎）に測定を行います。その後、解析・処理を行って深
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木設計 

の反射記録より杭の存在の有無を判定します。本方法は杭の種別にかかわ

用可能で、既設構造物が地上に存在しなくても調査できます。 
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調査方法の概要 

ボアホールレーダー法 

磁気検層法 速度検層 

0.25m 深度毎にゾンデを回転（720°：2回転）

回転記録を収録して記録を解析し、深度と反射

記録を出力します。対象物とボーリング孔の間

隔は 0.5ｍ程度とします。 

・ボーリング孔は基礎杭に対し 1～2m の位置に設置

します。 

・検層測点間隔は上部 1m、下部は 0.25～0.5m 間隔 

・ボーリング深度は推定深度より 3～5m 以降または

シールド掘進，近位置深度とします。 


